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8月 12日～14日 ,滋賀県堅 田 ,東洋紡繊維技 研で茎研短 期研究会

一不安定性 と非線型伝導現象 -が行われ ました｡真夏の暑い際中ではあ りま

したが ,Air COI-ditior)ing の よくきいた会 場q)おかげで快適に討 論を進

め_る ことが でき ,また出席者全員が一 つ屋根の下 で生活 したためか自由討 論

の時間が充分vLえ られ ,そうい う点ではおおい紅研 究能率が上ったものと思

ってお ります｡ 前おきはそれ位にしておき世話人が この研 究会を計画 した

意図は次のような点であ ります｡

輸送現象の線型理論では考 えている物理系にある刺戟 をあたえ ,そのレス

ポン スを線型近似の範囲内で取扱い ます｡ このような定式化は我が国で発

展を とげた分野 の一つであ り ,おかげで電素伝導度 ,拡 散係数等の輸送係数

が伝鹿的な運動論的方程式によらず して計算 できるようにな りました｡ と

ころで ,線型 理論では適当な条件下 である種の運動 モー ドの振 巾が時間 とと

もに無限紅増大す る .すなわ ち不安定性が発生 す ることが屡 々あ りますO

例を プラズマ紅とるな らは ,列か らの電場 旺o exp(iG)t+ iq.a･)に 対

す る レスポンスは誘電率 E(q,a))に よっ て記述 され ます O ところで

E(q,止り-D の解 はプラズマ内の固有振動の角凝動数 aJと一波数 q亨の関

係 ･すなわち分散式をあたえますq Lか L ,一般に W は複素数 であ り

a)=QJ1- iγ とかい たとき ,r>0な らば振 巾は exp(γtJという依存性

を もち時間とともに無 限に増大 しますC

この ような不安 定性に ともなっ て非線型 な伝導現象がおこるのが常ですが ,
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不安定性 と非線型伝導 現象

本研 究会は振巾が どのような メ′カニズムで落着 くのか ,具体的に振 巾を きめ

るVLはどうすればよい か ,またそ れが きまったときの輸送係数 はいか に して

計算 され るか ,等を 目標 にい たしました.

具体的な例 として ,高温 プラズ マの異常拡 散 ,CdSに_おける電疏飽 和 ,

BiのEsaki 効果 ,液体 訂e内の イオン易動度の異常性等を と りあ げまし

たB また非線型伝導現象そ のものではな くともそれ と関連のあ りそ うな問

題 もとりあげたっ もりでお ります｡

研 究会の プログ ラムは下記の通 りであ りますO

8月 12日

BiのEsaki効果 m

BiのEsaki効果 (8号

三 宅 暫

阿 部 龍 蔵

cdSに_おける2っの非線型伝導 に鍾す る実験 叫

山 FLj 一 雄

Aifv昌n波 の喜力効果

横 のプ ラズマ振動E･1対 す る非線型理論

8月 15日

磁 場内プラズマの異常輸送現象

不安定プラズマの輸送理論 律
不安定 プラズマの輸送理論 (n
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Applicatior)of theA/lo王1teCarl｡method tcIWeakly-

ioni写ed helium in amagnetic f壬eid津 田 考

Turbule‡1t Plasmaの問題 市 川 芳 彦

8月 14日
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pe R内イオンの不安定性
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